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企業と雇用システム

就職から退職まで

高田好章

第８回

２０１９年５月３０日



◎今回のテーマ
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企業に雇用されて働き、やがては退職する、という流
れの中で、労働者は日々仕事をしています。

その長い時間の流れの最初が求職であり、採用され
ると就業規則に則って、与えられた職場と課せられた
仕事をこなすこととなります。

やがて職務を全うするようになり幸運にも昇進の機会
が与えられると、部下ができ上司と呼ばれるようになり
ます。さらに昇進すれば役員という地位が与えられる
かもしれません。

しかしいずれは年齢を重ねることによって定年を迎え、
退職することになります。

就職から退職まで



◎今回のテーマ
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また、途中で自ら進んで退職を選択することによって、
新たな職場や起業をして働くことがあるかもしれませ
ん。

何らかの不都合で降格や免職・解雇される場合もあり
ます。そのような職場生活にかかわる様々な事項を考
えます。

特に学生諸君の多くは新卒採用という場面を控えて
います。講座担当者はこれまで採用や退職等の場面
を企業の立場から携わってきました。そのような様々
な場面とその経験を講義の中で話すこともあります。

就職から退職まで
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プロローグ

歌：
「いちご白書」をもう一度
１９７５年
歌：バンバン、ばんばひろふみ
作詞作曲：荒井由実

僕は無精ひげと髪を伸ばして
学生集会へも時々でかけた
就職が決まって、髪を切ってきた時、
もう若くないさと 君はいいわけしたね
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プロローグ 小説： 朝井リョウ 『何様』

2016-10-23朝日新聞
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入口から出口まで

仕事・職業・雇用・労働の出入り口

・正門入口：新卒就職
・裏門出口：定年退職
・非常出口：解雇
・横階段入口：中途入社
・横階段出口：中途退社
・避難出口：自主退職
・上り階段：昇進・昇格
・下り階段：降格
・エレベーター、非常階段、すべり台

・基本？の会社人生：
就職：新卒入社 → 定年退職
・途中のもの：
転職（途中退職・途中入社）、
解雇、退職、失業

・就職中のもの：
転勤、昇進、降格、役員就任
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入口から出口まで

新卒就職 定年退職

解雇
中途退社
自主退職

中途入社

昇進・昇格
役員就任

降格

転職

転勤

失業

ある企業

他の企業
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就活以前の「就活」の歴史

戦前の会社身分と
学卒：
男性
高等教育卒
→社員
就社はホワイトカラー

難波功士『「就活」の社会史』より
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１９５６年の大学卒業生の就職あっせん

大学３２．５％、
縁故３６．９％

縁故の方が多い

難波功士『「就活」の社会史』より
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１９６９年卒業の就職先：業種

中卒・高卒・大卒
ともに
製造業に吸収

難波功士『「就活」の社会史』より
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集団就職：１９５０～６０年代

中高生：

東北から上野駅へ
着く集団就職列車、

九州から阪神間へ
の集団就職列車：

農村から都市への
大規模な人口移動

難波功士『「就活」の社会史』より
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中卒・高卒は、大都市へ

中卒は
職安を通して

高卒は
学校を通して

難波功士『「就活」の社会史』より
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中卒、大都市へ

中卒は
職安を通して

かつては、

職安が主流
だった！！

難波功士『「就活」の社会史』より
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インターネット就活へ

２０００年頃か
らインターネッ
ト利用の就活
始まる

難波功士『「就活」の社会史』より
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大学生の内定率の推移
２００４年 ２０１１年 ２０１４年 ２０17年 ２０１９年

３月 ９３．１％ ９１．０％ ９４．４％ ９７．６％ ９７．６％
１０月 ６０．２％ ５７．６％ ６４．３％ ７１．２％ ７７．０％

就職氷河期世代
１９９３－２００４年
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2019-05-30
朝日新聞
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就職活動の開始時期の国際比較

森岡孝二『就職とは何か』より

日本だけが
卒業前がとび
ぬけている、
８８％

欧州は
平均４０％台、
卒業の頃、
卒業後も多い
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学生意識調査による企業選択の基準

森岡孝二『就職とは何か』より

仕事内容：
５３．３％

社員の雰囲気５
２．７％

賃金・労働時間
など
労働条件は
少ない
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大学の進学率

『日本国勢図会２０１６／１７年版』より

１９８０年～２０１５年まで： 大学：２６・１→５１．５％
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定期採用実施企業の推移

常見陽平『「就活」と日本社会』より

２０００年７６．８％、２０１３年９５．７％：経団連調査：大企業中心
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就職経路の国際比較

常見陽平『「就活」と日本社会』より

日本の特徴：
大学の就職部や就職情報室を利用が高い
男５７．５％、女６６．７％

欧州：男１８％、女１５．５％

欧州
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就活の服装

難波功士『「就活」の社会史』より

１９８１年：non-no 雑誌記事：
面接ファッション：
１位スーツ７６票：紺３５、黒１：
２位ブレザー３３票、
３位ワンピース２１表
（複数回答）

女子黒スーツは

当時は一般的でなかった：
服屋さんの仕掛けか
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企業側の重視する採用基準と学生側のアピールポイント

難波功士『「就活」の社会史』より

企業側：
人柄、

その会社への
熱意、

今後の可能性
学生側：
アルバイト経験
人柄

その会社への
熱意

クラブサークル、
趣味・特技 ：

いずれも大学
の成績が低い
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ところで！

リクナビ、マイナビに掲載するのに
どのくらいかかるでしょうか？

相場書価格
最低仕様で、４０万円から、
仕様を増やすと、百万円以上です！！

ハローワーク：公共職業安定所では、
無料です！！
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「就職」「一斉就職」ということについて

・新規学卒者の一斉採用方式は、日本型の雇用制度や年
功型の賃金制度の需要な一部となって・・・日本経済の
急速な発展過程に有効に機能した
※島田晴雄『日本の雇用』

・「就職」ではなく、「就社」：

会社本位主義：欧米では職種、どういう仕事をするか、で
求職者は職業を選ぶが、
日本では、どういう仕事をするか分からないままに
会社に就社する

・人事部一括採用： 人事部が新人教育：
欧米：各セクションのヘッドが採用する
※奥村宏：内藤克人他編『就職・就社の構造』
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定年退職について

定年退職制度の普及状況：
定年制度：９２．２％、一律定年制：８２．７％

清家篤『雇用再生』より
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定年退職について

５５歳から６０歳への変化

１９７５年に、
５５歳定年が半数を切る、

１９８５年には、
８．８％に、

６０歳が５９．２と％半数
を超える

「男子」と書いている
ことに注意！

佐野陽子『企業内労働市場』より
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定年引上げの歴史

１９８５年―２００５年：６０歳以上：５５．４％→９９．９％へ

清家篤『雇用再生』より
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定年：勤務延長制度、再雇用制度の有無割合

９０．１％

『賃金マネジメント２０１０年版』より



６０歳以上で働く理由

31
2016-05-21朝日新聞

生活の糧を得るため：
７３．４％

健康にいい：
４０．０％

いきがい・社会参加
３９．４％
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最初の職の勤続年数 （正社員）

ハローワーク前
調査

１年以内：２５％
３年以内：３８％
５年以内：２１％

５年超：１６％

川村遼平「なぜ若者は会社を去るのか―ハローワーク前調査から」（森岡孝二『就活とブラック企業』）
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転職：中途退職・中途入社

転職率の推移
１９６４年～２０００年： １２％～８％

太田・橘木『労働経済学入門』より
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転職市場の状況

大企業では、求人広告だけでなく民間職業紹介を利用
職安は少ない

ＪＩＬのＨＰより
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転職市場での人材ビジネスの動向

大手３社の実績：２００７年度４万８千件、
２００９年度２万２千件、２０１２年度３万４千件

ＪＩＬのＨＰより



中途採用が増えている ９％増
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2016-04-25日経新聞
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解雇・希望退職・整理解雇

希望退職者募集：２００３年：全企業の８％、平均４２．８人、
５千人以上企業：２７．２％、７３８人

『賃金マネジメント２００４年版』より



38

希望退職者募集による影響の割合

人件費は減り、人員の適正化はできたが、残った者の労働時間
が増加し、必要な人材が流出している。
モラールは向上より低下している

『賃金マネジメント２００４年版』より
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整理解雇の歴史

・炭鉱離職・整理解雇：
１９５９・６０年三井三池炭鉱争議

・造船不況：１９７９年・１９８５年
造船不況による希望退職・指名解雇
１９７５年の造船量のピーク後、受注急速に減少：
１９７９年、ピーク時の２４％の落ち込む
１９７９年５月時点、大手７社で約１割１万８千人、

中手８社で３割６千人の退職者

野村正實『終身雇用』より
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退職勧奨

正社員に退職勧めた：退職勧奨
・５年間に：３割：１０００人以上の企業

2013-08-03朝日新聞
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退職強要

追い出し部屋の問題

2013-02-25朝日新聞
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新卒就職者の離職率推移

３年以内、１９８７～１９９８年：
中卒：６０～７０％、高卒４０～５０％の間、大卒：３０％前後

太田・橘木『労働経済学入門』より



43

大量採用、大量退職で「選別」

ＩＴ中堅企業Ｙ社：

常に大量に採用していて、「使える者」だけを残して、
あとは大量解雇する：

人材の選別：

新卒は単価は安い、選別を行いつつ、最大限「在庫」
として利用する：効率的選別の方法：

ハラスメント：
人格破壊：自ら「自己都合退職」に追い込む

今野晴貴『ブラック企業』より
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再就職支援： 助成金がリストラに利用される

リストラ指南：
人材大手
・リクルートの子会社
・テンプの子会社が関与

2016-09-28朝日新聞
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人材ビジネスが活躍する場になっている
入口・出口・非常口に

人事のあらゆるところに、人材ビジネスが入り込んでいく
公から民へ：ハローワークから人材ビジネスへ

ハローワークの中へ入り込み、民間委託
有料職業紹介
就職イベント、就職サイト運営
再就職支援
職業教育・職業訓練
職業能力評価
等々



参考文献：
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・森岡孝二『就職とは何か ―〈まともな働き方〉の条件』
岩波新書、２０１１年

・今野晴貴『ブラック企業 日本を食いつぶす妖怪』
文春新書、２０１２年

・森岡孝二『就活とブラック企業―現代の若者の働きかた事情』
岩波ブックレット、２０１１年

・難波功士『「就活」の社会史 大学は出たけれど・・』
祥伝社新書、２０１４年

・常見陽平『「就活」と日本社会―平等幻想を超えて』
ＮＨＫブックス、２０１５年

※若者の労働実態については：
・小林美希『ルポ“正社員”の若者たち』
・稲泉連『僕らが働く理由、働かない理由、働けない理由』



47

◇ゲスト講師
松浦章さん（兵庫県立大学客員研究員）

「日本の長時間労働と生産性」

著書
松浦 章著
『日本の損害保険産業
CSRと労働を中心に』
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「日本の長時間労働と生産性」

はじめに
○自己紹介
○日本の労働時間の実態を見る
○日本経済の健全な発展をともに考える

１ 日本の労働時間の歴史と現状
◎「働き方改革法」にみる日本の前近代性
◎ILO第1号条約をいまだ批准しない日本
◎労働時間規制緩和の歴史
◎今も続く長時間労働
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一人当たり平均年間総実労働時間

＜就業者/Total employment
＞

時間

年 日本
アメリ
カ

カナダ
イギリ
ス

ドイツ フランス イタリア
オラン
ダ

2001 1,809 1,812 1,771 1,705 1,442 1,526 1,838 1,452

2006 1,784 1,798 1,745 1,669 1,425 1,484 1,813 1,430

2011 1,728 1,782 1,700 1,634 1,393 1,496 1,773 1,422

2016 1,713 1,783 1,703 1,676 1,363 1,472 1,730 1,430

労働政策研究・研修機構「データブック国際労働比較2018」より

資料出所

OECD Database (http://stats.oecd.org/Index.aspx?DatasetCode=ANHRS)

“Average annual hours actually worked per worker” 2018年1月現在
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「日本の長時間労働と生産性」

２ 政府のすすめる「働き方改革」で労働時間は短
縮されるのか

◎政府と経済界の掲げる「働き方改革」は企業利
益偏重の「生産性向上」

◎「みなし労働時間」の問題点
◎「労働時間概念」を破壊する「裁量労働制」拡大
◎労働基準法違反で初めて刑事責任が問われた
電通の事例



（日本経済新聞2016年9月16日）



52

「日本の長時間労働と生産性」

３ 諸外国の労働時間
◎ドイツのきびしい労働時間規制
◎「価値観が変わる」オランダの生活
◎「夕方のある暮らし」をめざす韓国
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「日本の長時間労働と生産性」

４ 賃金引き上げと労働時間短縮が日本を救う
◎日本の生産性は？
◎日本経団連「経労委報告」の大きなごまかし
◎1997年をピークに下がり続ける日本の労働者
の実質賃金

◎国民一人当たりGDPの推移
◎解決の道は？

おわりに
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（公益財団法人日本生産性本部 ホームページより）
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「実質賃金指数」（(2016年現在、OECDのデータを基に全労連作成)
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本日はここまでです
ありがとうございました


